
鉄骨工事

Q&A

制定

改訂

日建連/鉄骨専門部会

工場溶接 ロボット溶接

A-3-22

Q. 高規格材（550N級）といわれる冷間成形角形鋼管柱のロボット溶接を行う際に、なぜ施工試験
が必要とされるのでしょうか？

A.
(一社)日本ロボット工業会と(一社)日本溶接協会は、建築鉄骨ロボット溶接の普及とロボット溶接
の信頼性を建築業界に認識してもらうことを目的として「建築鉄骨溶接ロボット型式認証制度」を運
営しています。この制度において、型式認証及び認証試験が以下の基準((一社)日本ロボット工業
会と（一社）日本溶接協会との共同規格）に基づいて実施されています。
(1) WES8703：建築鉄骨溶接ロボットの型式認証における試験方法及び判定基準
(2) WES8704：建築鉄骨溶接ロボットの型式認証基準
WES8704には、認証項目と認証範囲・種類が下記のように記載されております。

出典： (一社)日本建築学会_建築工事標準仕様書 JASS6 鉄骨工事、2018
（一社）日本ロボット工業会_建築鉄骨溶接ロボット型式認証制度について
（一社）日本溶接協会_WES8704：建築鉄骨溶接ロボットの型式認証基準

この制度で認証される鋼材は、490N/mm2級,400N/mm2級であり、490N/mm2を超える鋼材は個別
申請となっております。またJASS6には、溶接ロボットによる溶接を採用する場合は、下記のように
記載されています。
「使用するロボットが(一社)日本ロボット工業会・(一社)日本溶接協会の建築鉄骨溶接ロボット型式
認証を取得していて、その認証範囲で使用する。」

原則、施工試験の実施の有無は構造特記によりますが、個別申請をしていない溶接ロボットで施
工試験や施工実績のない溶接ロボットの場合、施工試験が必要となる可能性があります。
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